
～今月のトピックス～

◆ 死亡災害の撲滅、休業４日以
上の死傷者数190人未満の早期
達成にむけて

◆ 令和３年に入り、労働災害が
増加しています

◆ 熱中症対策は進めていますか

伊勢労働基準監督署 2021.5



伊勢労働基準監督署では、「第13次労働災害防止計画

（平成30年度～令和４年度）」により、死亡災害ゼロ、計画

期間中のできるだけ早い時期に休業４日以上の死傷者数（以

下「死傷者数」という。）190人を下回ることを目指して、

安全衛生活動を展開しているところですが、令和２年の死亡

者は３人、死傷者数は前年と比べ10.6％減少しましたが220

人で、死傷者数190人以下の達成はできませんでした。

このような状況を踏まえ、令和３年度の取り組みとして、

死亡災害のゼロ、死傷者数190人以下の早期目標達成に向け、

「死亡災害の撲滅・アンダー190伊勢」を名称に掲げ労働災

害防止に関する取組みを展開します。

「死亡災害の撲滅・アンダー190伊勢」を展開します

令和３年労働災害発生が増加しています

令和３年３月末の速報値において、死亡者は１人で、前年

に比べ１人の増加となっています。

休業４日以上の死傷者数についても、前年に比べて大幅に

増加（＋31人・129.2％増）し、55人となっています。

くわしくは、最終ページ下の統計資料をご覧ください。

～みんなで防ごう熱中症～

ＳＴＯＰ！熱中症
準備期間：４月１日～４月３０日
取組期間：５月１日～９月３０日

５月に入ると、熱中症の発生リスクが高くなってきます。
熱中症について正しく理解し、事業者、労働者が協力し

て、熱中症防止への取組を進めましょう！

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-
roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/20171219_00031.html

～三重労働局のホームページで、熱中症予防の情報を発信しています～

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-


２　事故の型別発生状況

１　労働災害の推移

伊勢労働基準監督署管内における労働災害発生状況
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３　年齢別の発生状況

４　令和３年労働災害発生状況（令和３年３月末日現在）
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